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事
項
に
つ
い
て
協
議
し

た
４
全
国
板
金
業
大
会
へ
の

参
加
要
領
に
つ
い
て

総
務
委
員
会
の
報
告
、

全
板
連
よ
り
の
要
望
等

を
も
と
に
協
議
し
た
。

そ
の
他
、
会
員
名
簿
改
定

に
つ
い
て
な
ど
協
議
し

た
。

鉄
骨
建
築
に
…

こ
の
度
健
康
保
険
法

の
一
部
改
正
の
法
律
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
国
民
健
康
保
険
組
合

も
国
庫
補
助
率
の
改
訂
、

医
療
給
付
率
の
見
直
し
が

な
さ
れ
、
当
全
国
板
金
業

国
民
健
康
保
険
組
合
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

記

Ｌ
給
付
率
の
変
更

組
合
員
は
、
療
養
の
給

付
を
受
け
る
際
、
そ
の
給

付
に
要
す
る
費
川
の
一
割

を
負
担
す
る
。

こ
の
一
部
負
担
金
の
支

払
は
昭
和
弱
年
岨
月
１
日

以
降
の
診
療
に
つ
い
て
行

ア
フ
０

２
被
保
険
者
証
の
更
新

ｕ
月
１
日
よ
り
使
用
す

る
新
ら
し
い
保
険
者
証
を

Ⅱ
月
中
旬
各
支
部
へ
送
り

ま
す
。
年
度
末
更
新
の
時

と
同
様
、
旧
証
と
新
証
を

Ⅱ
月
末
日
ま
で
に
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。

＆
高
額
療
養
費
の
改
善

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226
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組
合
員
の
給
付
率
が
変
り
ま
す

弱
年
狸
月
１
日
よ
り
〃

９
月
８
日
午
后
２
時
よ

り
板
金
会
館
に
於
て
、
開

催
し
次
の
事
項
を
協
議
し

、
組
合
表
彰
規
定
原
案
の

検
討
一
部
修
正
し
て

常
務
理
事
会
、
理
事
会

に
上
程
す
る
こ
と
』
し

②
来
年
五
月
の
全
国
業
者

大
会
へ
の
参
加
要
領
に

③
県
板
事
業
運
営

側
会
員
名
簿
の
改
定
版

鯉
寧
鵬
非
建

霊
虻
溌
ラ
ス
ー
ン
ー
ト

１
日
よ
り
〃

㈹
被
保
険
者
が
一
月
に
、

同
一
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
の
額
が
、

五
一
○
○
○
円
を
超
え
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

㈲
同
一
世
帯
で
同
一
月
に

支
払
っ
た
一
部
負
担
金
の

額
が
三
○
○
○
○
円
を
超

え
る
も
の
が
複
数
あ
っ
た

場
合
そ
れ
ら
を
合
算
し
て

五
一
○
○
○
円
を
超
え
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

４
高
額
医
療
費
の
支
給
は

弱
年
咽
月
診
療
分
よ
り
、

組
合
員
本
人
も
そ
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

９
月
虹
日
（
金
）
午
后

２
時
よ
り
板
金
会
議
に
於

て
開
催
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

Ｌ
組
合
運
営
に
つ
い
て

組
合
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
的
な
事
業
を
代
表
者

を
通
じ
問
題
提
起
や
要

Ｉ
！

常
務
理
事
会
開
催

総
務
委
員
会
開
催

！
…
望
事
項
を
提
議
し
て
も

ら
い
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
研
究
し
た
う
え
、
出

来
る
も
の
か
ら
逐
次
事

業
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。

２
組
合
表
彰
規
定
に
つ
い

て表
彰
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
協
議
し
て
実
施

し
て
き
た
が
、
順
次
諸

規
定
を
整
備
す
べ
く
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、

表
彰
規
定
の
原
案
に
つ

い
て
総
務
委
員
会
で
一

部
修
正
さ
れ
提
案
さ
れ

た
。
こ
れ
を
も
と
に
検

討
し
た
。

＆
会
館
建
設
資
金
の
実
態

把
握
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
そ
の
進
捗

状
況
を
も
と
め
、
そ
れ

の
報
告
を
も
と
に
関
連

畿
頚
雪
：
ト
コ
将
患

愛

愛知県

板金工業組合
組合規約の一部変更について

全国板金業国民健康保険組合規約の一部を下記のとおり変更する。

現行条文

第１０条(一部負担金）

縦墾取扱機関について、療養の給付を
受ける際の一部負担金の額は、総合員は

負担せず、その世帯に属するものは、当

該給付に要する費用の１０分の３に相当

する額とする。

変更条文

第１０条(･･部負担金）

療養取扱機腿について．、療養の給付を

受ける際の部負担金の額は、組合員は

当該給付に要する費用の額の１０分の１

に相当する額とし、その世帯に属するも

のは、１０分の３に相当する額とする。

付則

ｌこの規約は昭和５９年ユ２月１罰か

ら施行する。

２改正後の第10条の規定ば昭和５９

年１２月１日以降の診療にかかる・・部

負担金について適用する。



が
ら
、
こ
う
し
た
甘
え
が

重
大
な
災
害
発
生
の
要
因

と
な
る
こ
と
が
目
に
見
え

て
い
る
と
き
、
断
固
た
る

処
置
を
取
る
の
も
、
人
を

使
う
立
場
の
者
と
し
て
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

事
故
が
発
生
し
て
し
ま
っ

て
は
取
り
返
し
が
つ
き
ま

せ
ん
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
顎
紐
を
完

全
に
締
め
て
い
な
い
と
い

う
状
態
が
も
っ
と
も
多
く

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

、
し
よ
う
か
。

傷
害
事
故
は
チ
ョ
ッ
卜
し

た
注
意
力
と
意
識
に
よ
っ

て
ケ
ガ
か
ら
守
ら
れ
も
し

又
逆
に
、
重
大
事
故
の
発

生
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
憂
慮
す
べ
き

事
態
を
招
か
ぬ
た
め
に
も
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瀞

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
く
る
。
昔
か
ら
よ
く

言
わ
れ
る
言
葉
で
す
。

私
達
の
業
界
に
お
け
る

労
災
も
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
今
一
度
、
振

り
返
っ
て
み
た
と
き
少
な

く
な
い
件
数
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
保
護

具
の
不
完
全
着
用
に
よ
る

事
故
の
発
生
件
数
に
は
目

を
み
は
る
思
い
で
す
。

今
更
保
護
具
の
完
全
着
用

な
ど
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
今
一
度
、
見

つ
め
直
し
て
は
い
か
が
で

第
調
回
中
小
企
業
団
体
中
央
会

愛
知
県
大
会

９
月
５
日
愛
知
県
中
小

企
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
第
銘
回
中
小
企
業

幽
体
愛
知
県
大
会
に
於
て

当
組
合
よ
り
次
の
方
々
が

優
秀
役
員
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

・
高
柳
丑
五
郎

（
岡
崎
支
部
）

・
清
水
功（

岡
崎
支
部
）

・
村
上
章（

千
種
支
部
）

・
磯
崎
欽
伍

（
知
多
支
部
）

〃

唖

自猫

的角正ざ
h目

星盈

安 田金属株式会社
静岡支店

静岡市中島７４２番地
電話静岡0542(83)4088(代）

全日本板金工業組合連合会指定商品

カラーー組立雨樋
長尺銅製雨樋鳳園

<事＞

芦
さ
ん
へ
ｌ

愛
知
県
企
画
部

さ
ら
に
、
従
業
者
釦
人

以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
「
石
油
等
消
費
構
造
統

計
調
査
」
が
同
時
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査

に
あ
た
り
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
各

事
業
所
に
調
査
票
の
記
入

に
つ
い
て
お
願
い
に
あ
が

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
御

協
力
く
だ
さ
い
。

照
会
先
・
愛
知
県
企
画
部

統
計
課
工
業
担
当

合
）
五
二
〉
型
ハ
ー
ｉ
二
一
一
一

内
線
二
三
五
○
・
二
三
五
一

又
は
最
寄
り
の
市
区
町
村

統
計
主
管
課

し
よ
う
か
。

私
の
所
で
は
朝
の
点
呼

時
に
各
現
場
に
向
う
折
、

必
ず
こ
の
保
護
具
の
点
検

を
欠
し
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
命
綱
等
を

持
っ
て
い
な
い
者
に
対
す

る
厳
し
さ
は
各
事
業
所
に

ひ
け
は
と
り
ま
せ
ん
。

保
護
具
が
自
分
自
身
の
身

を
守
る
こ
と
は
誰
に
言
わ

れ
な
く
と
も
十
分
に
各
自

が
自
覚
し
て
は
い
ま
す
が

今
夏
の
よ
う
な
特
に
暑
い

時
期
等
は
解
っ
て
い
て
も

つ
い
、
と
い
う
こ
と
が
起

り
が
ち
で
す
。
し
か
し
な

Ｓ
飯
金
工
業
所

＃

鴬

工
業
に
関
す
る
統
計
調
査
に
つ
い
て
お
願
い

ｌ
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

本
年
も
吃
月
剖
日
現
在

で
、
全
国
一
斉
に
製
造
事

業
所
及
び
本
社
・
本
店
を

対
象
と
し
た
「
昭
和
弱
年

工
業
統
計
調
査
」
が
通
商

産
業
省
所
管
の
も
と
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国

製
造
業
の
す
が
た
や
、
製

造
活
動
の
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

本
年
の
調
査
で
は
、
従

業
者
３
人
以
下
の
事
業
所

に
つ
い
て
は
特
定
業
匝
の

み
。
ま
た
、
従
業
者
４
人

以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
す
べ
て
の
事
業
所
が
淵

査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〃

融
憩

ｐｂ
ｐ
乳

板

＄望Ｌ

輔
保
護
具
の
完
全
着
用
を
初

心
に
返
っ
て
見
つ
め
直
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

ま
ず
、
手
も
と
・
足
も
と
・

頭
を
し
っ
か
り
確
か
め
て

み
た
い
も
の
で
す
。

手
袋
に
よ
る
手
・
安
全
靴
．

地
下
タ
ビ
等
に
よ
る
足
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
よ
る
頭
・

命
綱
に
よ
る
身
の
安
全
と

一
・
つ
一
つ
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
自
の
安
全
に
対
す
る
意

識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。

危
険
が
つ
き
も
の
畠
私

達
の
仕
事
で
す
か
ら
今
一

度
振
返
っ
て
、
保
護
具
の

完
全
着
用
を
計
り
、
労
災

事
故
の
絶
滅
を
計
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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、
午
後
よ
り
準
決
勝
二
試

合
の
あ
と
、
竜
海
南
と
六

シ
美
美
川
幸
田
で
決
勝
戦

が
お
こ
な
わ
れ
五
対
一
で

六
シ
美
美
川
幸
田
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
に
優
勝
・
二
位

三
位
に
清
水
組
合
長
よ
り

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
た
。

又
組
合
長
よ
り
一
人
の
ケ

ガ
人
も
出
さ
ず
に
終
っ
た

事
を
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

三
時
に
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。重

い
く
ら
い
の
参
加
賞

を
手
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

家
路
へ
、
又
今
年
も
役
員

な
ら
び
に
準
備
委
員
の
方

々
、
大
変
ど
く
ろ
う
さ
ま

で
し
た
。

加
納

正
し
い
施
工
価
格
と
積

算
の
講
習
会
を
開
く
。

今
後
の
景
気
動
向
に
つ

い
て
は
、
個
人
消
費
や
設

備
投
資
の
上
向
き
や
、
輸

出
の
好
調
か
ら
徐
々
に
回

復
に
向
い
つ
』
あ
る
も
の

の
安
定
成
長
の
時
代
に
入

り
、
い
か
に
売
上
げ
を
伸

ば
す
か
。
去
る
九
月
十
六

日
午
後
六
時
三
十
分
よ
り

フ
ィ
ジ
ー
ニ
階
会
場
で
、

青
年
部
長
・
植
田
隆
氏
を

始
め
青
年
部
及
び
組
合
員

十
一
名
が
参
加
。
青
年
部

長
の
挨
拶
の
後
、
講
師
の

紹
介
。
講
師
に
は
知
多
支

昨
今
の
経
済
情
勢
は
一

部
好
転
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
も
の
シ
全
般
的
に
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
企
業
の
生
産
性
と

作
業
の
効
率
を
高
め
る
必

要
あ
り
と
蟹
江
部
長
を
リ

ー
ダ
ー
と
す
る
支
部
会
員

に
よ
る
発
案
に
て
、
去
る

九
月
八
日
と
十
一
日
二
日

間
に
亙
っ
て
一
級
技
能
士

養
成
の
為
の
研
修
会
を
催

し
た
。

江
南
支
部
・
青
年
部

″
知
多
青
年
部
だ
よ
り
〃

正
し
い
施
工
価
格
と

積
算
の
講
習
会
を
開
く

一
級
技
能
士
検
定
準
備
研
修
会
催
さ
る

鵬

識

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催
、
い
、

岡
崎
板
金
工
業
組
合
・
岡
崎
支
部

秋
晴
れ
の
下
、
去
る
九
月
二
十
三
日
に

岡
崎
板
金
工
業
組
合
恒
例
に
な
り
ま
し
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
緑
ケ
丘
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
他
の
行
事
と
重
な
り
、
六
十
余
名

五
チ
ー
ム
で
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

心
地
良
い
朝
の
静
け
さ
の
中
、
山
本
副
組

合
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
清
水
組

合
長
遠
路
よ
り
県
板
の
日
々
野
理
事
長
・

福
尾
市
議
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
せ
抽
選
の
後
で
加
納
氏

の
号
令
に
よ
り
準
備
体
操
が
お
こ
な
わ
れ

プ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
例
に
よ
っ
て
珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
の
続
出
で
し
ば
し
プ
レ
ー
も
ス

ト
ッ
プ
す
る
場
面
も
あ
り
、
又
プ
レ
ー
よ

り
も
口
で
勝
負
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
和

気
合
々
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
あ
と
、
午
後
よ
り
準
決
勝
二
試

繍驚

部
の
青
木
飯
金
工
業
所
・

青
木
久
治
氏
先
生
と
佐
竹

板
金
・
佐
竹
利
夫
氏
先
生

の
協
力
で
、
今
後
の
利
益

率
や
受
注
単
価
や
工
事
単

価
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
き
め
細
か
な
指

導
で
説
明
を
聞
き
な
が
ら

テ
キ
ス
ト
を
見
て
は
計
算

機
を
片
手
に
適
正
利
益
の

確
保
の
為
に
、
材
料
費
・

副
資
材
・
労
務
費
仮
設
費

機
械
具
費
・
複
合
費
・
諸

経
費
そ
の
他
の
分
野
に
至

る
ま
で
、
非
常
に
中
味
の

濃
い
講
議
を
さ
れ
活
発
な

質
問
も
続
出
、
参
加
者
全

講
師
に
は
技
能
士
会
の
検

定
委
員
で
あ
る
竹
内
隆
也

氏
を
お
招
き
し
会
員
多
数

参
加
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

実
施
に
於
い
て
は
超
一
流

の
方
も
製
図
板
の
上
で
の

作
業
に
は
緊
張
気
味
、
段

々
と
気
が
ほ
ぐ
れ
和
気
合

々
の
う
ち
に
二
日
間
の
日

程
を
終
了
し
た
。

今
後
の
御
期
待
を
乞
う

知
多
支
部
・
沼
津
啓
二

国

Z』

員
が
時
間
の
た
つ
の
も
わ

す
れ
熱
心
に
講
習
会
に
取

り
組
ん
で
勉
強
し
て
頂
き

お
疲
れ
様
で
し
た
。

組
合
員
各
位
の
努
力
と

相
互
扶
助
に
よ
り
い
っ
そ
う

組
合
の
原
点
に
た
ち
返
り

「
コ
ー
ビ
ー
よ
り
」
我
々

の
業
界
の
安
定
化
及
び
前

進
す
る
為
に
業
界
で
取
り

労。務費積算 の内容

繭刷閲稚

蕊

上
げ
実
行
し
不
当
な
安
価

な
工
事
に
よ
る
企
業
の
不

安
定
な
状
態
を
招
く
こ
と

な
く
我
々
個
々
協
力
し
、

努
力
し
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。

講
習
会
も
無
事
終
了
し

午
後
九
時
三
十
分
散
会
し

ま
し
た
。
広
報
委

石
井
輝
憲

騨灘IＩ

■
齢
Ｌ

飛
抽
癖

[も届 １ 日施工基準量

０．２７長尺角浪単価

￥17,424÷２５㎡＝６９６以下切すて
（１日１人の値）（１人の施工量）（工賃）

￥６９１＋９０＋６９６＝￥1.477
（177ｔ材料）（ステンレスくぎ）（工賃）（原価）

￥1,477÷０．９＝￥1,641
（原価）（一般経費）

￥1,64ｌｘ10.243＝￥1,680
（利益）（単価）

（単価）＝材料費十副資材十工賃十経費十利益

鍵

交
通
費

計算基準

労災・社会保険等

彼服・工具の貸与

厚生生設備

(住宅手当･厚牛樗蜘上費）

通勤隼数・特別手当

計

】日の車】台の 経 費

１日 １人当りの車の経費

計

車1台小型トラック

税金保険整蝋費

燃 料費その他

垂

370万

￥１９４．９４０

￥５４．１５０

￥１６０．７４０

￥64.800

９１】０万

７５万

溌 算

日曜日…５２臼

正月休.夏休・その他,－．１８階｝７０日
365日７０日＝295円
295キ１２月二24.6…:ケ月労働日数

苓194,940･÷１２月÷24.6＝:660

￥５４‘]５０号･]２月.:･２４．６＝］８３

￥160.740÷１２息:･２４．６＝５４４

￥64.800.号１２月÷24.6＝２１９

②110万．暑・5年:.12月:.24.6-745

￥750.000.号･】２月÷24-6二2.540

画745.;･2.540＝3‘285

虚１台を２名と２台を３名の平均値

１ 日 １ 人 の 直 接 賀

④￥１２．５３３

￥６６０

￥：８３

￥５４４

￥２１９

、￥1４．１３９

￥７４５

￥２．５４０

｡￥３，２８５

⑳薯３．２８５

⑫￥１７．４２４

備 考

江南青年罰誰F間所得を.370万

で計算した場合

作業者・現弱作業の小道具数

他の茶菓子等

叩１台を２名で便思の眉の場

合は－ず
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．
・
・
災
害
ゼ
ロ
の
ポ
イ
ン
ト

や
っ
ぱ
り
基
本
・
・
・

・
プ
ロ
野
球
解
説
者
の
野

付
さ
ん
は
、
し
き
り
に
、

ま
た
厳
し
く
「
基
本
」
を

強
調
し
ま
す
。

。
あ
る
と
き
、
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
の
二
塁
送
球
が
あ
た

か
も
シ
ュ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

よ
う
に
切
り
込
ん
で
、
相

手
の
盗
塁
を
許
し
て
し
ま

っ
た
場
面
で
「
こ
の
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
は
基
本
が
な
っ

て
い
な
い
で
す
ね
」
と
云

い
、
そ
の
訳
を
尋
ね
ら
れ

て
「
球
の
握
り
方
が
ま
ず

い
か
ら
あ
ん
な
ふ
う
に
そ

れ
た
ん
で
、
握
り
方
が
ま

ず
い
の
は
慌
て
た
か
ら
な

ん
で
す
。

な
ぜ
慌
て
た
か
と
云
う
と

固
く
な
っ
て
た
か
ら
で
す

よ
。
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
慌

て
て
は
い
け
な
い
ん
で
す

つ
ま
り
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
が
基
本
な
ん

で
す
。
で
、
握
り
方
が
ま

ず
い
と
思
っ
た
ら
そ
の
瞬

間
送
球
を
や
め
る
べ
き
で

す
。
こ
れ
は
二
重
、
三
重

に
基
本
が
な
っ
て
い
な
い

で
す
ね
」

・
基
本
と
は
い
ち
ば
ん
肝

心
な
こ
と
で
、
「
こ
れ
を

は
ず
す
と
連
鎖
的
に
次
々

に
よ
く
な
い
状
況
を
生
み

出
し
て
い
く
よ
う
な
性
質

一
．
一
口
安
全
メ
モ
」

愛
知
県
技
能
士
会
は
、

技
能
と
資
質
の
向
上
を
は

か
り
県
下
の
技
能
士
が
集

ま
り
各
種
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
広
く
県
民
の
皆
様
に

技
能
士
の
技
能
を
理
解
し

て
い
た
ぎ
き
技
能
の
尊
重

気
運
を
た
か
め
る
た
め
、

毎
年
技
能
祭
を
行
い
多
数

の
方
々
の
ご
来
場
を
頂
き

力
づ
よ
い
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
お
応
え
す
る
為
に

愛
知
県
板
金
技
能
士
会
で

は
、
今
年
度
も
内
容
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
一
般
の
方

に
、
鉛
筆
立
・
護
美
入
確

家
紋
等
の
製
作
指
導
を
行

い
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
の
ご
来
場

一
お
鈴

〈
行
事
予
定
〉

・
中
板
協
常
任
理
事
会

ｎ
月
２
日

。
名
古
屋
連
合
会ゴ

ル
フ
会

ｎ
月
８
日

。
技
能
祭ｎ

月
ｎ
日
．
Ⅱ
日

於
吹
上
ホ
ー
ル

。
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
持
つ
も
の
」
と
で
も
定

義
で
き
そ
う
で
す
。

・
職
場
に
は
い
く
つ
か
の

〃
基
本
″
が
あ
り
ま
す
が

む
し
ろ
「
も
う
わ
か
っ
て

い
る
」
と
い
っ
た
類
の
も

の
で
し
ょ
う
。

今
更
な
ど
と
思
わ
な
い

で
下
さ
い
。
と
に
か
く
〃

安
全
の
基
本
は
ル
ー
ル
か

ら
〃

知
多
支
部
・
沼
津
啓
二

第
８
回
技
能
祭
承
瀞

認
細
月
型
村
贈

、ク

鉄 鋼。建材。機械

⑬ 適謹Ｉ謹臓式会牡

ら
せ
一

半田市港町３－１００

名占屋市西区丸野２－５５

､¥田市港町３－１００

皿(0569)21-5351(代）

皿(052)5027331㈹

m,(0569)21-5351(代）

本社

名古屋営業所

総合センター

編集後
０

１、

蕊
》

天
高
く

馬
肥
ゆ
る
候
…

い
つ
頃
か
ら
云
わ
れ
出
し

た
の
か
浅
学
の
小
生
で
は

知
る
由
も
な
い
が
、
ま
さ

に
ぴ
っ
た
り
の
季
節
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
味
覚
の
秋
・
食

欲
の
秋
・
行
楽
の
秋
と
連

日
、
新
聞
や
ツ
ー
リ
ス
ト

の
チ
ラ
シ
が
秋
を
か
き
た

て
『
色
。

こ
こ
知
多
の
海
辺
で
は
、

養
殖
海
苔
の
竹
ゾ
ダ
が
整

列
よ
く
立
並
び
、
来
る
シ

ー
ズ
ン
ま
ち
わ
び
て
い
る

又
、
岸
辺
で
は
ハ
ゼ
釣
り

の
人
々
が
日
増
し
に
多
く

な
っ
て
く
る
。

野
に
目
を
向
け
れ
ば
、
青

か
っ
た
ミ
カ
ン
に
う
っ
す

ら
と
色
が
の
り
出
し
、
黄

金
色
に
実
り
、
重
い
穂
を

た
れ
た
稲
を
刈
り
取
る
コ

ン
バ
イ
ン
の
音
が
秋
を
つ

げ
る
我
々
の
仕
事
も
、
今

か
ら
し
ば
ら
く
が
最
高
の

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。

秋
の
長
雨
や
台
風
の
な
い

秋
を
祈
り
た
い
。

九
月
二
十
八
日
燭
晴

一
七
八
号
編
集
会
議

委
員
九
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

ｎ
月
４
日

於
犬
山
市

・
青
年
部
幹
事
会ｎ

月
４
日

・
岡
崎
訓
練
校

訓
周
年
記
念
式
典

ｎ
月
９
．
ｍ
．
ｎ
日

・
全
板
連
ｌ
議
員
懇
談
会

年
内

営業種目

エ スロン雨樋・ビニール加工品

エスロンパイプ・樋用金物一式

ニホンパイプ・樋工事一式

クボタコロニアル・塩ビ波板各種

斉 鴎株式会社
本社春日井市花長町二丁目１４－４

営業所名古屋市北区新堀町七三番地
電話９１４－０７０１

を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

開
催
期
日

Ⅱ
月
加
日
幽
ｉ
ｎ
日
伺

時
間

Ａ
Ｍ
ｎ
時
ｌ
Ｐ
Ｍ
４
時

会
場

名
古
屋
市
中
小
企
業
振

興
会
館
・
第
一
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

展
示
場
（
吹
上
ホ
ー
ル
）

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上

２
丁
目
六
’
三

行
事

①
技
能
士
等
作
品
展
示

及
び
製
品
の
頒
布

②
技
能
の
実
演
と
一
般

の
体
験
参
加

③
資
材
機
器
の
展
示
と

一
般
の
方
の
製
作
操
作

④
相
談
コ
ー
ナ
ー
等

入
場

無
料


